
平成３０年度　理科　第三学年　年間指導計画・評価基準
 調布市立調布中学校

２　評価の観点及びその趣旨

３　各分野の目標
①　1分野の目標

②　２分野の目標

１　教科目標

・自然の事物・現象に進んでかかわり、それらを科学的に探究するとともに、事象を人間生活とのかかわりでみようとする。

・自然の事物・現象の中に問題を見いだし、目的意識をもって観察、実験などを行い、事象や結果を分析して解釈し、表現
　している。

・観察、実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、自然の事物・現象を科学
　的に探究する技能の基礎を身に付けている。

・自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付けている。

(１)　生物とそれを取り巻く自然の事物・現象に進んでかかわり、その中に問題を見いだし意欲的に探究する活動を通して、
　　　多様性や規則性を発見したり課題を解決したりする方法を習得させる。

(２)　生物や生物現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し表現
　　　する能力を育てるとともに、生物の生活と種類、生命の連続性などについて理解させ、これらの事物・現象に対する科
　　　学的な見方や考え方を養う。

(３)　地学的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察、実験技能を習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し
　　　表現する能力を育てるとともに、大地の成り立ちと変化、気象とその変化、地球と宇宙などについて理解させ、これら
　　　の事物現象に対する科学的な見方や考え方を養う。

(４)　生物とそれを取り巻く自然の事物・現象を調べる活動を行い、これらの活動を通して生命を尊重し、自然環境の保全に
　　　寄与する態度を育て、自然を総合的に見ることができるようにする。

①　自然事象への
　　 関心・意欲・態度

　自然の事物・現象に進んでかかわり、目的意識をもって観察、実験などを行い、科学的に探究する能力の基礎と態度を
育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な見方や考え方を養う。

(１)　物質やエネルギーに関する事物・現象に進んでかかわり、その中に問題を見いだし意欲的に探究する活動を通して、
　　　規則性を発見したり課題を解決したりする方法を習得させる。

(２)　物理的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し
　　　表現する能力を育てるとともに、身近な物理現象、電流とその利用、運動とエネルギーなどについて理解させ、これ
　　　らの事物・現象に対する科学的な見方や考え方を養う。

(３)　化学的な事物・現象についての観察、実験を行い、観察・実験技能を習得させ、観察、実験の結果を分析して解釈し
　　　表現する能力を育てるとともに、身の回りの物質、化学変化と原子・分子、化学変化とイオンなどについて理解させ
　　　これらの事物・現象に対する科学的な見方や考え方を養う。

(４)　物質やエネルギーに関する事物・現象を調べる活動を行い、これらの活動を通して科学技術の発展と人間生活とのか
　　　かわりについて認識を深め、科学的に考える態度を養うとともに、自然を総合的に見ることができるようにする。

②　科学的な
　　 思考・表現

③　観察・実験の技能

④　自然事象についての
　　 知識・理解



４　各単元の目標

単元２　生命のつながり

単元３　自然界のつながり

　物体の運動やエネルギーに関する観察・実験を通して、物体の運動の規則性やエネルギーの基礎について理解させ
るとともに、日常生活や社会と関連づけて運動とエネルギーの初歩的な見方や考え方を養う。

　身近な生物についての観察・実験を通して、生物の成長とふえ方、遺伝現象について理解させるとともに、生命の連続
性について認識を深める。

　土に中の生物のはたらきを理解させるとともに、自然界における生物相互の関係や、自然界のつり合いについて認識
を深める。

単元４　化学変化とイオン 　化学変化についての観察・実験を通して、水溶液の電気伝導性や中和反応について理解させるとともに、これらの事
物・現象をイオンのモデルと関連づける見方や考え方を養う。

単元５　地球と宇宙 　身近な天体の観察を通して、地球の運動について考察させるとともに、太陽や惑星の特徴および月の運動と見え方を
理解させ、太陽系や恒星など宇宙についての認識を深める。

単元６　地球の
　　　　　明るい未来のために

　自然環境を調べ、自然と人間のかかわり方について認識を深め、自然環境の保全と科学技術のあり方について科学
的に考察し判断する態度を養う。エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深
め、自然環境の保全と科学技術のあり方について科学的に考察し判断する態度を養う。

単元１　運動とエネルギー



５　年間指導計画・年間評価計画（抜粋）
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